
T o p i c s

全
国
山
菜
文
化
産
業
祭
in
奥
会
津

　今年で8回目となる「全国山菜文化産業祭」が、5月31日と６月
１日の2日間にわたって、福島県三

みしままち
島町で開催されました。

　このイベントは、全国各地で山菜振興に取り組んでいる関係
者が情報交換・技術交流を行い、山菜文化産業の展望を語る場
とするとともに、一般の方々にも山菜に関する理解を深めてい
ただくことを目的として行われています。

　

今
年
の
会
場
と
な
っ
た
三
島
町
は
、
福

島
県
の
西
部「
奥お

く
あ
い
づ

会
津
」に
位
置
す
る
町
で

す
。 

山
に
囲
ま
れ
、
尾お

ぜ瀬
を
水
源
と
す

る
只
見
川
が
町
の
中
央
を
流
れ
る
町
は
、

豊
か
な
自
然
と
彩
り
豊
か
な
四
季
に
恵
ま

れ
、
人
々
は
古
く
か
ら
山
の
恵
み
を
受
け

て
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
山
菜
文
化
産
業
祭
に
は「
〜
み

ん
な
で
語
っ
て
探
す
べ
。
山
菜
の
魅
力

〜
が
ん
ば
っ
て
ん
ぞ
福
島
」を
テ
ー
マ
に
、

山
菜
の
生
産
・
加
工
・
販
売
が
盛
ん
な
全

国
の
市
町
村
・
団
体
か
ら
約
80
人
が
参

加
。
初
日
は
開
会
式
、
記
念
講
演
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
参
加
者
の
交
流
・
親
睦
会
が

行
わ
れ
、
２
日
目
は
山
村
生
活
に
関
す
る

講
話
に
続
き
、
美み

さ
か坂

高
原
で
の
ワ
ラ
ビ
採

り
体
験
や
、
三
島
町
内
の
山
菜
加
工
場
見

学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
は
、
ま
だ
知

ら
れ
て
い
な
い
山
菜
の
魅
力（
可
能
性
）を

探
し
出
し
、
い
か
に
食
材
と
し
て
の
普
及

を
図
る
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
地
域
独

自
の
山
菜
食
文
化
を
守
り
、
後
世
に
伝
え

て
い
く
か
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
交
換

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
産
業
祭
に
併
せ
て
開
催
さ
れ
た

山
菜
文
化
産
業
協
会
通
常
総
会
で
は
、
来

年
開
催
さ
れ
る
第
9
回
全
国
山
菜
文
化
産

業
祭
の
開
催
地
が
宮
崎
県
串
間
市
に
決
定

し
ま
し
た
。

第
８
回

みんなで語って探すべ。
山菜の魅力

コ
ー
プ
あ
い
づ
専
務
理
事

吉よ
し
か
わ川　
毅き

一い
ち 

氏

山
菜
文
化
を
広
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
人
と

人
の
繋
が
り
が
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

親
子
で
山
菜
文
化
を
体
験
し
、
山
菜
採
り
の

マ
ナ
ー
や
楽
し
さ
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

会
津
学
研
究
会
会
員

渡わ
た
な
べ部　
和か
ず 

氏

自
分
で
採
っ
た
ゼ
ン
マ
イ
は
、
ほ
ん
の
少
し

の
量
で
も
宝
物
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
採
っ

て
、
料
理
し
て
、
食
べ
る
こ
と
を
実
際
に
体

験
す
る
こ
と
は
大
切
で
す
。

ペ
ン
シ
ョ
ン
美

び
じ
ょ
う
と
う
げ

女
峠
経
営
者

小
林　
政
一 

氏

山
に
入
る
と
毎
日
違
う
自
分
と
出
会
え
ま

す
。
山
菜
文
化
は
、
こ
う
し
た
山
の
価
値
を

知
っ
て
い
る
人
を
通
し
て
、
そ
の
魅
力
を
広

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

N
P
O
法
人
奥
会
津
金
山
遊
び
の
学
校
理
事

長
谷
川　
盛
雄 

氏

ア
サ
ツ
キ
の
根
を
と
り
、
ク
リ
の
皮
を
む

く
、
そ
ん
な
作
業
は
意
外
と
楽
し
い
も
の
。

山
菜
が
持
つ
独
特
な
季
節
感
や
、
香
り
な
ど

の
個
性
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

料
理
研
究
家

堀
江　
ひ
ろ
子 

氏

山
菜
は
地
元
の
文
化
で
あ
り
、
暮
ら
し
そ
の

も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
知
恵
を
集
め
て
、
山

の
環
境
を
守
り
、
こ
の
文
化
を
継
承
し
て
い

く
道
を
探
っ
て
く
だ
さ
い
。

奥
会
津
子
ど
も
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表

五
十
嵐　
乃の

り

え
里
枝 

氏

山
菜
文
化
は
、
お
母
さ
ん
が
食
べ
な
い
と
次

世
代
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
家
庭
で
お

い
し
く
食
べ
て
く
だ
さ
い
。

がんばっ
てんぞ

福島！

パネラー コーディネーター
「山菜の魅力 〜もっと山菜を家庭に！〜」シ ン ポ ジ ウ ム テ ー マ
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料
理
研
究

家
・
堀
江
ひ
ろ

子
氏
に
よ
る
講

演
で
は
、
山
菜

文
化
の
継
承
と

新
し
い
調
理
法
を
開
発
す
る
こ
と
の
必
要
性

の
ほ
か
、
山
菜
を
生
か
し
た
家
庭
料
理
の
ア

イ
デ
ア
の
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

わらびとキムチの炊き込みごはん山
菜レ
シピ

　交流・懇親会で好評を博した、料理研究家・堀江ひろ子氏の
山菜レシピをご紹介します。
材　料
●米 ２カップ
●わらび 100～150ｇ
●しょう油 大さじ１／２
●キムチ 150ｇ
●牛肉切り
　落とし※ 100ｇ
　※豚薄切り肉でも可
●焼き肉のたれ 大さじ１／２

　

堀
江
ひ
ろ
子
氏
に
加
え
、
奥
会
津
地
方
で

山
菜
の
生
産
・
加
工
・
販
売
等
に
携
わ
る
パ

ネ
ラ
ー
が
参
加

し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
山

菜
文
化
を
守

り
、
食
材
と
し

て
の
魅
力
を
発

信
す
る
方
法
等

に
つ
い
て
、
幅

広
い
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し

た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

山
菜
の
魅
力
〜
も
っ
と
山
菜
を
家
庭
に
！

︵
５
月
31
日
︶

　

２
日
目
の
最
初
に

行
わ
れ
た
の
は
、
山

と
共
存
し
た
生
活
を

送
る
間ま
が
た方

生
活
工
芸

技
術
保
存
会
会
長
の

菅か
ん
け家
藤と

う
い
ち一
氏
に
よ
る

講
話
。

　

昭
和
30
〜
40
年

代
の
山
村
生
活
を
支

え
た
山
菜
や
養よ
う
さ
ん蚕
、
炭
焼
き
、
狩
猟
等
の
思

い
出
、
自
給
自
足
だ
っ
た
昔
の
食
生
活
や
当

時
の
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
に
つ
い
て
、
興
味

深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

講
話

山
村
の
暮
ら
し

︵
６
月
１
日
︶

　全国山菜文化産業祭in奥会津」に連動して、
主会場となった交流センター山びこでは、５
月31日から６月30日までの１ヶ月間、ミニ
企画展を開催しています。
　企画展では、都会から町に嫁いできた女性
の視点から、貴重な写真やコラム等を交えて
奥会津・三島町の豊かな山菜文化が紹介され
ています。

記
念
講
演

山
菜
と
家
庭
料
理
に
つ
い
て

︵
５
月
31
日
︶

畠は
た
け
や
ま山
節
子
さ
ん

︵
秋
田
県
き
の
こ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
︶

奥
会
津
の
山
菜
の
豊
か
さ
に
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。

　

講
話
終
了
後
、
参
加
者
は
標
高
約

6
0
0
m
に
美
し
い
風
景
が
広
が
る
美
坂

高
原
に
移
動
し
、

ワ
ラ
ビ
採
り
体

験
と
町
内
の
加

工
場
を
見
学
し

ま
し
た
。

ミニ
企画展

参加者の声

作り方
①米は洗って普通の水加減に。
②３㎝に切ったわらびにしょう油をまぶす、キムチは１㎝位に切る。
③肉は一口大に切り、焼き肉のたれを揉み込む。
④①に③の肉を加えてほぐし、②を加えて普通に炊き、
　軽くまぜる。

みしまの山菜
～奥会津・山の恵み～

ワ
ラ
ビ
採
り
体
験
と

山
菜
加
工
場
見
学
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